
2020 年度事業・決算報告および 2021 年度事業計画・予算

1．報告事項
（1）第 31 回日本臨床微生物学会総会・学術集会

会　　期：2020 年 1 月 31 日（金）～2 月 2 日（日）
会　　場：石川県立音楽堂/ホテル日航金沢/金沢市アートホール
総　会　長：飯沼由嗣（金沢医科大学　臨床感染症学）
副総会長：小森敏明（長浜バイオ大学フロンティアバイオサイエンス学科）
参　加　者：2,434 名

（2）会員動向（2020 年度 11 月 30 日現在）
正会員 3,938 名　名誉会員 25 名　賛助会員 17 社（18 口）団体会員 17 件

（3）各種委員会活動報告
①編集・ホームページ委員会　委員長：國島広之

a．編集業務等
・日臨微誌 Vol. 30 は，No. 1～No. 4 および総会・学術集会抄録集の計 5 冊の編集業務を行った。
・‌�Vol. 30，No. 1～No. 4 には，総説 4 編，原著論文 3 編，症例報告 15 編，治験論文 1 編，短報 1 編を収載

した。
b．第 31 回総会・学術集会時に委員会企画「論文の書き方講習会」を開催した。
c．学会ホームページへ学会誌電子ジャーナルおよび総会案内等を掲載した。
d．‌�学会ホームページの年間更新回数は 91 回，1 日平均アクセス数は 905 件，1 日平均閲覧ページ数は 2089

ページであった。

②教育委員会　委員長：大毛宏喜
a．第 67 回日本臨床検査医学会における共催シンポジウムの企画を行った。
b．日本小児感染症学会とのアドバンスセミナーの企画を行った。

③認定技師制度委員会　委員長：品川雅明
a．6 月に書面による認定臨床微生物検査技師制度協議会・審議会合同会議を開催した。
b．‌�2020 年度資格認定試験を 11 月 15 日に全国 7 か所で実施した。

受験者数：62 名（うち ICMT との同時申請者 28 名）合格者数：57 名（同 26 名）
c．2020 年度更新審査，認定施設審査および認定施設更新審査を行った。
d．2020 年度 ICMT 取得申請および更新申請の受付を行った。

④検査法ガイド等作成委員会　委員長：宮本仁志
a．耐性菌検査法ガイド第 2 版作業部会を 2019 年 12 月 10 日に開催した。
b．「腸管感染症検査ガイドライン第 2 版」を印刷会社に入稿した。

⑤学術奨励賞委員会　委員長：柴山恵吾
a．‌�2020年度日本臨床微生物学会ビオメリュー賞および2020年度日本臨床微生物学会日本ベクトン・ディッ

キンソン賞の候補論文を選考し，理事会へ提案した。
b．創立四半世紀記念研究成果発表奨励基金の審査を行った。

⑥診療報酬検討委員会　委員長：荒岡秀樹
a．2020 年度診療報酬改定一時提案書に介意するアンケートを提出した。
b．10 月 15 日の内保連社員総会に出席した。
c．2022 年度診療報酬改定に向けたアンケートを実施した。
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d．‌�2022 年度診療報酬改定提案項目は要望がなかった。また，各委員が COVID-19 対応に追われているため
今回の提案を断念した。しかし，大塚副委員長が日本臨床検査医学会，日本臨床衛生検査技師会での委
員を兼務しているため，他学会名によって微生物検査関連の増点要望は提出する予定である。

⑦国際委員会　委員長：栁原克紀
a．CLSI 会議（1 月 25 日～28 日　テンピ）の報告書を HP に掲載した。
b．2021 年度 Institut Mérieux 若手研究者賞の募集を行った。

⑧感染症学セミナーワーキンググループ　委員長：大塚喜人
a．‌�第 22 回医師・臨床検査技師・薬剤師・看護師のための感染症学セミナーを 2 月 11 日に「迫りくる海外

からの感染症～オリンピックイヤーを迎える前に知っておきたいこと～」をテーマに慶應義塾大学にお
いて開催した。

b．‌�第 23 回医師・臨床検査技師・薬剤師・看護師のための感染症学セミナー「症例を通して抗菌薬につい
て学ぶ～ β ラクタム系薬編」は COVID-19 第 1 波の真っ只中で開催を断念し，返金・中止として，開催
を再設定することとした。

c．第 24 回　医師・臨床検査技師・薬剤師・看護師のための感染症学セミナーを Web 開催した。
テーマ：新型コロナウイルス感染症の悩みを解決する！検査・診断・感染対策について

10 月 15 日 Part 1：COVID-19 の検査　　　参加者：1,725 名
10 月 29 日 Part 2：COVID-19 の診断　　　参加者：1,569 名

⑨認定医制度委員会　委員長：八木哲也
a．10 月 26 日に Web 会議を行った。
b．‌�規則・細則を改訂した。2024 年以降は完全試験制に移行することになり，資格取得・更新に必要な研修

単位数が変更された。
c．‌�2020 年度の認定医申請・受験申請の受付および書類審査を行った。 

認定医申請者数：6 名（うち受験申請者数：1 名）合格者数：6 名
d．‌�2020 年度の認定医更新申請の受付および書類審査を行った。 

更新者数：8 名

⑩「寄生虫・ウイルス」ワーキンググループ　委員長：春木宏介
a．‌�「寄生虫による感染症セミナー」を 2019 年 12 月 15 日に神戸常盤大学において開催した。 

参加者数 60 名

⑪感染症領域新規検査検討委員会　委員長：三鴨廣繁
a．‌�「イムノクロマト法による赤痢アメーバ抗原検出試薬の早期承認および早期保険収載についての要望書」

を厚生労働省医政局および保健局，PMDA に提出し，承認された。
b．「アウトブレイク時の遺伝子検査法のあり方実践的ガイドライン」を作成し，会誌に掲載した。
c．「赤痢アメーバ抗原検査の臨床活用に関して」を作成し，HP に掲載した。

（4）2020 年度日本臨床微生物学会学術奨励賞
①2020 年度日本臨床微生物学会日本ビオメリュー学術奨励賞
「カルバペネマーゼ鑑別ディスク　MASTDISCS combi Carba plus の有用性に関する検討」
Vol. 30　No. 3 西田　全子（神戸大学医学部附属病院検査部）ほか

②2020 年度日本臨床微生物学会日本べクトン・ディッキンソン研究奨励賞
「Acinetobacter 属菌のパルスフィールドゲル電気泳動法とリアルタイム PCR 法，シカジーニアス分子疫学
解析 POT キット（アシネトバクター属菌用）を用いたタイピングの検討」
Vol. 30　No.1 海宝　まゆ子（順天堂大学医学部附属浦安病院　臨床検査医学科）ほか
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（5）その他
①新型コロナウィルス感染症関連

a．‌�【注意喚起】「新型コロナウィルス（2019-nCov）感染（疑いを含む）患者検体の取り扱いについて」を 2
月 10 日に HP に掲載した。

b．‌�「BD MAX を用いた 2019-nCoV 検出～One step RT real-time PCR による検査手順書～」を 2 月 20 日
に HP に掲載した。

c．‌�【提言】「新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の核酸検出検査の臨床活用」を 3 月 9 日に HP に掲載し
た。

d．「COVID-19 緊急 Web セミナー」を 3 月 5 日に開催し，後日 HP で公開した。
e．「COVID-19 緊急 Web ミーティング」を 3 月 19 日に開催した。
f．‌�「心肺停止（CPA）症例（病院前診療を含む）に対する新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策に

ついて」を 3 月 24 日に HP に掲載した。
g．4 月 1 日に PCR 検査職員募集のお知らせを HP に掲載した。
h．‌�【提言】「新型コロナウイルス感染症に対する検査の考え方―遺伝子診断，抗体・抗原検査の特徴と使い

分け―」を 5 月 29 日に HP に掲載した。
i．‌�【提言】新型コロナウイルス核酸検査に係わる施設基準ならびに，検体搬送・精度管理の方針を 6 月 25

日に HP に掲載した。
j．「無症状者に対する SARS-CoV-2 検査での注意点」を 8 月 7 日に HP に掲載した。
k．「唾液を用いた PCR や抗原検査における検体採取や検査の注意点」を 9 月 10 日に HP に掲載した。
l．「COVID-19 病原体検査の指針」（作成協力）が 10 月 2 日に厚生労働省 HP に公開された。
m．「新型コロナウイルス（SARS CoV 2）の検査法に関する情報発信（一般の方向け）」を HP に掲載した。

②共催シンポジウム
a．‌�11 月 22 日に，第 67 回日本臨床検査医学会において「今，改めて考えたい臨床微生物検査の適正化支援

―COVID-19 感染症の経験を踏まえて―をテーマに共催シンポジウムを開催した。

③‌�関連 4 学会による「抗菌薬の安定供給に向けた 4 学会の提言」を受けて，9 月に厚生労働省が「医療用医薬
品の安定確保に関する関係者会議（取りまとめ資料）」を発表した。

④ ICD（インフェクションコントロールドクター）協議会　委員：石和田稔彦
a．本学会への認定申請 3 名の手続きを行った。

⑤三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス運営委員会　委員：栁原克紀，柴山恵吾
a．8 月 28 日に運営委員会・実務委員会を開催した。

2．2020 年度決算報告� 【資料 1】

Ⅱ．2021 年度事業計画および予算
1．会務

（1）第 32 回日本臨床微生物学会総会・学術集会
会　　期：2021 年 1 月 29 日（金）～2 月 28 日（日）
開催方式：Web 開催
総　会　長：三澤　成毅（順天堂大学医学部附属順天堂医院）
副総会長：細川　直登（亀田総合病院）

（2）第 32 回総会・学術集会中の学会企画
①三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス委員会報告
②2021 年度認定臨床微生物検査技師・ICMT 合同講習会
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③編集・ホームページ委員会企画
④国際委員会企画

（3）会議開催予定
会務総会および評議員会を年 1 回開催する。
理事および幹事会を例年と同様のスケジュールで開催する。

（4）第 24 回　医師・臨床検査技師・薬剤師・看護師のための感染症学セミナー Part 3
テーマ：‌�新型コロナウイルス感染症の悩みを解決する！検査・診断・感染対策について―COVID-19 の感染

対策―
2020 年 12 月 17 日 Web 開催　参加者：2,156 名

（5）日本小児感染症学会とのアドバンスセミナー　2021 年 2 月 14 日　Web 開催

（6）その他
①‌�30 周年記念事業として作成され，会員に配布された「臨床微生物アトラス」を 2 年間の期間限定で HP に

一般公開する。

2．2021 年度収支予算� 【資料 2】

3．新名誉会員
河野　　茂	 ：長崎大学
江崎　孝行	 ：岐阜大学

4．新評議員
金子　幸弘	 ：大阪市立大学大学院　医学研究科　細菌学
掛屋　　弘	 ：大阪市立大学大学院　医学研究科　臨床感染制御学
上村　桂一	 ：掛川市・袋井市病院企業団立　中東遠総合医療センター
輪島　丈明	 ：東京薬科大学　薬学部　病原微生物学教室
河原　隆二	 ：大阪健康安全基盤研究所　微生物部細菌科
小川　美保	 ：（株）ビー・エム・エル　細菌検査部
上蓑　義典	 ：慶應義塾大学　医学部　臨床検査医学

5．第 33 回日本臨床微生物学会総会・学術集会
会　　期：2022 年 1 月 28 日（金）～30 日（日）
会　　場：仙台国際センター（仙台）
総　会　長：金光　敬二（福島県立医科大学感染制御学講座）
副総会長：豊川　真弘（福島県立医科大学保健科学部臨床検査学科）

6．第 34 回日本臨床微生物学会総会・学術集会
総　会　長	：松本　哲哉（国際医療福祉大学医学部　感染症学講座）

7．第 35 回日本臨床微生物学会総会・学術集会
総　会　長：大塚　喜人（医療法人鉄蕉会　亀田総合病院　臨床検査部）

8．第 36 回日本臨床微生物学会総会・学術集会
総　会　長：八木　哲也（名古屋大学大学院医学系研究科　臨床感染統御学分野）
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9．第 37 回日本臨床微生物学会総会・学術集会
総　会　長：髙橋　　孝（北里大学大学院　感染制御科学府・感染症学研究室）

以上
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